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６
月
29
日
に
経

済
開
発
協
力
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

は
、
加
盟
国
の
保

健
医
療
支
出
な
ど

に
関
す
る
統
計
を
発
表
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
は
乳
児

死
亡
率
や
肥
満
率
な
ど
が
低
く

先
端
医
療
機
材
も
普
及
し
て
い

る
一
方
で
、
人
口
当
た
り
の
医

師
数
で
は
平
均
を
下
回
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
▼
す
な
わ

ち
、
日
本
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
の

台
数
で
は
群
を
抜
き
、
救
急
病

床
数
も
加
盟
国
で
最
多
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
人
口
千
人
当
た

り
の
医
師
数
は
２
・
２
人
で
、

加
盟
国
平
均
の
３
・
２
人
を
下

回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の

国
民
一
人
当
た
り
の
保
健
医
療

支
出
は
２
７
２
９
ド
ル
（
約
24

万
２
千
円
）
で
、
加
盟
国
平
均

の
３
０
６
０
ド
ル
も
下
回
っ
て

い
る
。
こ
の
額
は
米
国
の
４
割

以
下
だ
▼
日
本
の
医
師
不
足
の

原
因
は
、
医
師
の
偏
在
な
ど
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
実
数
の
不

足
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
日

本
は
充
実
し
た
医
療
機
器
を
用

い
、
十
分
な
救
急
病
床
数
で
、

数
少
な
い
医
師
が
忙
し
く
働
き

回
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
多
忙
な
医
師
の
お
か
げ
で

世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
医

療
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
救

急
病
院
や
産
婦
人
科
、
小
児
科

の
不
足
は
医
師
の
偏
在
で
は
な

く
、
医
師
数
の
不
足
が
原
因
だ

▼
国
民
一
人
当
た
り
の
医
療
支

出
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
を
は
る
か

に
下
回
っ
て
い
る
の
は
、
政
府

の
低
医
療
費
政
策
の
た
め
だ
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や
、
国

民
健
康
保
険
で
の
高
い
患
者
負

担
な
ど
の
制
度
の
不
備
が
、
低

医
療
費
政
策
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
▼
法
人
税
を
増
税
し
て
、

医
療
費
に
回
す
べ
き
だ
ろ
う
。

法
人
税
増
税
は
国
際
競
争
力
を

低
下
さ
せ
る
と
財
界
は
言
い
訳

す
る
が
、
国
民
の
命
と
健
康
は

何
物
に
も
代
え
難
い
。 

（
海
）
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６
月
議
会
で
、
新
た
に
加
東

市
、
朝
来
市
、
た
つ
の
市
、
淡

路
市
、
上
郡
町
で
請
願
が
採
択

さ
れ
た
。
す
で
に
採
択
済
み
の

市
町
議
会
を
合
わ
せ
る
と
、
県

下
41
市
町
の
過
半
数
を
超
え
る

21
議
会
で
採
択
を
実
現
し
た
。

姫
路
市
の
６
月
議
会
に
も
提
出

　

協
会
も
参
加
す
る
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵

庫
連
絡
会
（
代
表
世
話
人
・
吉
岡
正
雄
協
会
副
理
事
長
）
が

進
め
て
い
る
自
治
体
請
願
を
採
択
し
た
議
会
が
、
県
下
市
町

の
過
半
数
に
達
し
た
。

し
た
が
審
議
未
了
、
尼
崎
市
で

は
継
続
審
議
と
な
っ
た
。

　

請
願
趣
旨
は
、
医
療
費
総
枠

を
拡
大
し
、
患
者
負
担
増
に
な

ら
な
い
よ
う
、
保
険
で
よ
い
歯

科
診
療
を
確
保
す
る
た
め
に
、

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書
」
を
政
府

に
提
出
す
る
こ
と
。

　

連
絡
会
は
県
議
会
や
政
令
市

県
下
市
町
の
過
半
数
で
採
択

県
下
市
町
の
過
半
数
で
採
択

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
」請
願の

神
戸
市
会
な
ど
で
の
採
択
実

現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
請
願

行
動
を
行
う
。

◆
請
願
採
択
自
治
体

宝
塚
、
芦
屋
、
西
宮
、
明
石
、
加

古
川
、
高
砂
、
三
木
、
小
野
、

加
西
、
西
脇
、
加
東
、
た
つ

の
、
養
父
、
朝
来
、
洲
本
、
淡

路
、
南
あ
わ
じ
各
市
、
多
可
、

上
郡
、
福
崎
、
新
温
泉
各
町

海
外
技
工
物
な
ど
で

意
見
交
換

　

歯
科
部
会
は
６
月
19
日
、
協

会
会
議
室
で
県
技
工
士
会
と
懇

談
。
県
技
工
士
会
か
ら
宅
見
満

会
長
、
安
保
武
久
副
会
長
、
田

淵
善
久
副
会
長
、
高
田
明
典
専

務
理
事
、
歯
科
部
会
か
ら
田
村

忠
之
部
会
長
、
吉
岡
正
雄
副
理

事
長
ほ
か
４
人
が
出
席
し
た
。

　

今
回
の
懇
談
は
、
歯
科
医
療

の
現
状
に
つ
い
て
、
フ
リ
ー
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
交

流
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た

も
の
。

　

宅
見
会
長
は
、
歯
科
技
工
を

め
ぐ
る
現
状
に
つ
い
て
、
厚
労

省
が
海
外
歯
科
技
工
を
容
認
し

て
い
る
平
成
17
年
通
知
の
問
題

点
を
指
摘
。
今
年
に
入
り
、
海

外
技
工
物
か
ら
発
が
ん
性
物
質

が
検
出
さ
れ
た
テ
レ
ビ
報
道
を

受
け
国
会
で
問
題
と
な
り
、
海

外
技
工
物
に
は
使
用
材
料
等
の

記
録
を
義
務
づ
け
た
３
月
31
日

の
通
知
が
出
た
が
、
こ
れ
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
り
、
党
派
を

越
え
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
し
た
。
歯
科
技
工
物
の
安

全
性
を
求
め
る
意
見
書
も
市
町

村
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
、
全
国

的
な
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
と

紹
介
。「
歯
科
技
工
物
は
国
内

で
安
全
で
良
質
な
も
の
を
保
証

す
べ
き
と
、
日
技
・
県
技
は
行

政
に
働
き
か
け
て
い
る
」
と
し

た
。

　

ま
た
、
県
内
か
ら
歯
科
技
工

士
養
成
学
校
が
な
く
な
る
な

ど
、
歯
科
技
工
士
の
業
界
離
れ

に
つ
い
て
、
国
を
あ
げ
て
取
り

組
む
べ
き
で
あ
り
、「
こ
の
ま

ま
で
は
歯
科
技
工
士
が
い
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
歯
科
医
師
か

ら
も
声
を
出
し
て
ほ
し
い
」
と

し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
診
療
報
酬

改
定
で
義
歯
修
理
の
「
歯
科
技

工
加
算
」
と
し
て
、
初
め
て
技

工
士
の
技
術
料
に
点
数
が
つ
い

た
こ
と
を
評
価
し
、
こ
れ
を
成

長
さ
せ
て
い
き
た
い
と
し
た
。

　

フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
歯
科
技
工
料
の
低
さ
、

保
険
歯
科
技
工
士
・
技
工
所
の

確
立
、
混
合
診
療
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
論
議
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

田
村
部
会
長
は
、「
今
回
の

懇
談
を
機
会
に
引
き
続
き
交
流

を
は
か
り
、
協
力
関
係
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

宅見県技工士会会長（右から３人目）らと意見交換

　

協
会
は
、
春
の
組
織

強
化
月
間
（
４
〜
６
月

の
３
カ
月
間
）
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、
会
員
数

が
37
人
実
増
の
６
９
２

０
人
と
な
り
ま
し
た
。

月
間
目
標
の
６
９
６
０

人
に
は
達
し
な
か
っ
た

も
の
の
、
入
会
数
で
は

昨
年
を
上
回
り
、
節
目

の
６
９
０
０
人
を
超
過

し
ま
し
た
。
医
科
準
会

員
（
勤
務
医
）
は
目
標

を
達
成
、
歯
科
会
員
は

目
標
ま
で
あ
と
５
人
に

迫
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
会
員
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
こ
と
が

前
進
に
結
び
つ
き
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

診
療
報
酬
の
実
質
ゼ

ロ
改
定
の
直
後
に
ス
タ

ー
ト
し
た
月
間
で
は
、

社
会
保
障
を
守
る
保
険

医
協
会
の
役
割
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
共
済
制
度
、

研
究
会
や
会
員
懇
談

会
、
審
査
対
策
な
ど
多

面
的
な
魅
力
を
セ
ッ
ト

で
打
ち
出
し
、
粘
り
強

く
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

保
険
医
協
会
は
、
今

後
も
会
員
の
生
活
と
権

利
を
守
る
と
と
も
に
、

会
員
の
身
近
な
要
求
に

し
っ
か
り
と
応
え
る
協

会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

ま
い
り
ま
す
。
先
生
方

の
よ
り
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

節目の6900人を超過

春の組織
強化月間

医
科
準
会
員

で
目
標
達
成

組織部長
池本恒彦い

る
姿
勢
を
強
調
し
た
。

　

こ
う
し
た
主
張
に
対
し
、
質

疑
応
答
の
中
で
参
加
者
か
ら
は

「
現
場
か
ら
見
れ
ば
、
消
費
税

増
税
は
法
人
税
減
税
の
穴
埋
め

に
し
か
見
え
な
い
。
こ
れ
以
上

の
消
費
税
増
税
は
庶
民
の
生
活

を
さ
ら
に
苦
し
く
す
る
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

三
木
氏
は
「
少
な
く
と
も
こ

れ
ま
で
の
自
民
党
政
権
下
で

は
、
消
費
税
が
法
人
税
の
穴
埋

め
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
」
と
協
会
の
主
張
を

認
め
た
上
で
、
政
治
家
や
財
務

官
僚
か
ら
の
税
調
へ
の
圧
力
が

強
く
、
消
費
税
増
税
な
ど
の
政

策
が
、
ゆ
が
め
ら
れ
る
危
険
性

に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

実
施
す
れ
ば
逆
進
性
は
緩
和
さ

れ
る
」「
法
人
税
の
穴
埋
め
に

使
う
と
言
わ
れ
る
が
、
委
員
の

中
に
は
な
ん
と
か
法
人
税
引
き

下
げ
を
食
い
止
め
よ
う
と
い
う

意
気
込
み
が
あ
る
」
な
ど
と
述

べ
た
。

　

消
費
税
増
税
や
法
人
税
減
税

を
盛
り
込
ん
だ
税
調
の
「
議
論

の
中
間
的
な
整
理
」
に
は
、

「
前
提
条
件
が
重
要
」「
所
得

税
が
大
事
だ
と
い
う
前
提
が
あ

る
」
と
述
べ
、
神
野
直
彦
税
調

専
門
家
委
員
会
委
員
長
・
東
大

名
誉
教
授
ら
菅
政
権
の
政
策
ブ

レ
ー
ン
が
、
消
費
税
の
弱
点
は

把
握
し
つ
つ
、
何
と
か
財
源
を

生
み
出
し
、
社
会
保
障
を
通
じ

た
再
分
配
を
試
み
よ
う
と
し
て

度
の
導
入
な
ど
、
検
討
事
項
の

進
ち
ょ
く
に
つ
い
て
具
体
的
に

語
っ
た
。

　

消
費
税
増
税
の
問
題
に
つ
い

て
は
「
給
付
付
き
税
額
控
除
を

催
、
理
事
や
会

員
ら
39
人
が
参

加
し
た
。

　

三
木
氏
は
、

政
府
税
調
内
の

最
新
の
議
論
な

ど
も
紹
介
し
な

が
ら
、
納
税
者

憲
章
の
制
定
や

納
税
者
番
号
制

　

協
会
は
６
月
26
日
、
青
山
学

院
大
学
教
授
で
政
府
税
制
調
査

会
専
門
家
委
員
会
委
員
の
三
木

義
一
氏
を
講
師
に
、
理
事
会
特

別
討
論
・
政
策
研
究
会
を
開

政
府
税
調
専
門
家
委
員
の
三
木
氏
が
講
演

政府税調委員・三木氏講師に研究会

税収力と再分配機能の
回復が焦点　　　　　

県歯科技工
士会と懇談

□…未採択
■…採択済み

請願が採択された自治体
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入
院
患
者
の
他
医
療
機
関
受

診
規
制
問
題
で
、
厚
生
労
働
省

の
役
人
は
「
こ
ん
な
に
他
医
受

診
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ

た
」
と
発
言
し
た
。
現
場
を
知

ら
な
い
の
に
、
こ
ん
な
通
知
を

出
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
だ
。

６
月
４
日
に
訂
正
通
知
が
出
た

が
、
出
来
高
入
院
料
を
算
定
す

る
病
院
で
「
投
薬
で
き
る
」
に

な
っ
た
だ
け
で
、
病
院
の
側
の

入
院
料
が
30
％
減
額
に
な
る
の

は
そ
の
ま
ま
だ
。
撤
回
を
求
め

る
署
名
を
集
め
厚
労
省
に
要
請

　

保
団
連
発
行
、
兵
庫
協
会
企

画
編
集
の
「
ど
う
す
る
日
本
の

医
療
費
」「『
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
』
で
『
健
康
増
進
社

会
』
へ
」、
こ
の
二
つ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
、
日
本
の
医
療
の

再
生
の
展
望
を
示
し
た
も
の

だ
。
地
域
医
療
や
日
本
の
医
療

制
度
全
体
の
問
題
点
、
そ
し
て

世
界
と
の
比
較
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
特

に
、
国
保
再
建
の
た
め
に
国
庫

負
担
を
以
前
の
水
準
に
戻
せ
と

い
う
こ
と
と
、
高
す
ぎ
る
保
険

料
、
窓
口
負
担
を
軽
減
す
る
べ

き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
の
総
選
挙
で
民
主
党

は
、
医
療
費
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
並
み

に
す
る
と
言
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
今
次
診
療
報
酬
改
定
で
も

ほ
と
ん
ど
増
え
て
い
な
い
。
身

近
な
議
員
さ
ん
や
患
者
さ
ん
に

手
渡
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

使
っ
て
政
府
の
医
療
政
策
を
改

め
さ
せ
よ
う
。

し
た
。

　

10
月
24
日
に
予
定
し
て
い
る

日
常
診
療
経
験
交
流
会
に
つ
い

て
、
実
行
委
員
会
だ
よ
り
を
出

し
て
い
る
が
、
今
年
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
「
育
て
よ
う
⎬　

地

域
の
き
ず
な
」
と
し
た
。
医
科

・
歯
科
・
薬
科
交
流
企
画
と
し

て
「
歯
周
病
と
全
身
と
の
か
か

わ
り―

糖
尿
病
を
中
心
と
し

て
」
を
開
催
、
10
月
２
日
に
は

心
肺
蘇
生
実
技
講
習
会
な
ど
の

プ
レ
企
画
も
行
う
。
ぜ
ひ
参
加

を
お
願
い
し
た
い
。

も
ま
ま
な
ら
な
い
た
め
で
は
な

い
か
。
日
本
を
本
当
に
守
っ
て

く
れ
る
の
は
日
本
国
憲
法
前
文

と
９
条
で
は
な
い
か
、
な
ど
議

論
は
尽
き
な
い
。

　

一
方
、
社
会
保
障
の
た
め
に

は
所
得
の
再
配
分
と
は
何
か
の

議
論
が
不
可
欠
。
小
泉
改
革
の

後
遺
症
か
ら
国
民
は
ま
だ
完
全

に
抜
け
切
っ
て
い
な
い
。
所
得

に
応
じ
て
上
限
な
く
国
民
健
康

保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
年
金

保
険
料
を
支
払
う
シ
ス
テ
ム

を
、
所
得
税
の
税
率
引
き
上
げ

と
連
動
し
て
構
築
し
、
企
業
に

は
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険

料
、
年
金
保
険
料
を
雇
用
保
険

料
に
上
積
み
し
て
、
法
人
税
と

連
動
し
て
負
担
さ
せ
る
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
。
こ

れ
が
で
き
れ
ば
社
会
保
障
の
財

源
の
た
め
の
消
費
税
増
税
は
必

要
な
い
。

　

安
全
保
障
と
社
会
保
障
、
そ

の
た
め
の
財
源
を
参
議
院
選
挙

の
大
き
な
争
点
に
し
よ
う
。

　

昨
年
夏
に
誕
生
し
た
鳩
山
内

閣
は
、
政
治
資
金
問
題
や
沖
縄

の
米
軍
基
地
移
転
問
題
で
辞
任

し
、
菅
内
閣
が
誕
生
し
た
。
菅

内
閣
は
国
会
の
会
期
延
長
を
せ

ず
、
予
定
通
り
参
議
院
選
挙
を

強
行
し
た
。
み
ん
な
そ
ろ
っ
て

投
票
に
行
こ
う
。
私
が
参
議
院

選
挙
の
争
点
に
し
て
ほ
し
い
の

は
、
安
全
保
障
と
社
会
保
障
の

二
つ
の
保
障
で
あ
る
。

　

日
本
が
平
和
で
こ
そ
、
国
民

の
生
活
が
成
り
立
つ
。
日
本
の

平
和
の
た
め
に
、
日
米
安
全
保

障
条
約
と
い
う
軍
事
同
盟
は
今

後
本
当
に
役
立
つ
の
か
。
日
本

が
不
況
か
ら
立
ち
直
れ
な
い
の

は
、
日
米
安
保
の
第
２
条
・
経

済
条
項
の
た
め
に
米
国
債
を
買

い
続
け
さ
せ
ら
れ
、
売
る
こ
と

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ

（
核
不
拡
散
条
約
）
再
検
討
会

議
に
参
加
し
た
。
前
回
は
最
終

合
意
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今

回
は
核
兵
器
廃
絶
へ
の
取
り
組

み
を
確
認
す
る
貴
重
な
最
終
文

書
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
た
ま
た
ま
合
意

に
至
っ
た
の
で
は
な
く
、
歴
史

的
な
流
れ
の
中
で
得
ら
れ
た
成

果
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
一
国
覇
権

主
義
が
破
綻
す
る
中
で
、
キ
ッ

シ
ン
ジ
ャ
ー
元
国
務
長
官
ら
政

府
の
元
高
官
が
「
核
兵
器
の
な

い
世
界
」
を
訴
え
、
そ
し
て
09

年
に
オ
バ
マ
大
統
領
が
プ
ラ
ハ

演
説
を
行
っ
た
。
そ
う
し
た
流

れ
の
中
で
、
こ
の
合
意
が
で
き

あ
が
っ
た
。

　

国
連
の
潘
基
文
事
務
総
長
は

文
書
で
「
核
兵
器
の
な
い
世
界

が
見
え
て
い
る
。
核
兵
器
を
必

ず
廃
止
す
る
だ
ろ
う
」
と
述

べ
、
議
長
が
「
集
め
た
署
名
を

見
た
い
」
と
デ
モ
を
出
迎
え
る

な
ど
す
ば
ら
し
い
成
果
が
あ
っ

た
が
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行

動
、
地
道
な
運
動
が
歴
史
を
動

か
す
。
全
員
で
議
論
し
、
決
め

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
大
切
な

こ
と
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
が

歴
史
を
作
っ
て
い
く
。

の
安
全
弁
を
失
う
。

　

診
療
報
酬
は
公
定
価
格
で
あ

り
、
医
療
機
関
に
は
公
共
性
、

公
益
性
、
非
営
利
性
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
日
本
の
財
政
状
況

が
厳
し
く
、
消
費
税
を
含
め
た

増
税
の
議
論
が
あ
る
が
、
企
業

の
法
人
税
を
下
げ
よ
う
と
い
う

動
き
が
あ
る
中
で
、
医
療
機
関

を
狙
っ
た
増
税
に
は
と
て
も
納

得
で
き
な
い
。

　

税
経
部
で
は
事
業
税
非
課

税
、
26
条
の
存
続
を
求
め
る
署

名
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ

署
名
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
。
集
ま
っ
た
署
名
は
、
１

週
間
で
６
０
０
筆
を
超
え
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
関
心
の

高
さ
だ
。
ま
だ
の
方
は
ぜ
ひ
協

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

２
０
１
０
年
度
の
税
制
改
正

大
綱
で
、
医
業
経
営
に
大
き
く

か
か
わ
る
２
項
目
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
一
つ
は
、
診
療
報
酬
収

入
に
か
か
る
事
業
税
非
課
税
措

置
の
廃
止
。
税
率
５
％
な
の
で

も
し
課
税
さ
れ
た
ら
所
得
１
千

万
円
で
50
万
円
の
増
税
と
な

る
。
経
営
に
大
き
な
打
撃
だ
。

　

も
う
一
つ
は
、
所
得
税
の
租

税
特
別
措
置
法
26
条
の
見
直

し
。
医
科
で
10
〜
20
％
、
歯
科

で
30
〜
50
％
が
利
用
し
て
お

り
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ

て
利
用
率
が
高
く
な
る
傾
向
が

あ
る
。
こ
の
制
度
が
な
く
な
る

と
、
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
先

生
方
が
困
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
も
将
来

　

歯
科
部
会
は
、
診
療
報
酬
改

定
に
際
し
、
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
た
。
回
収
数
は
２
１
６

件
で
、
改
定
へ
の
怒
り
、
不

満
、
不
安
が
読
み
取
れ
る
。

　

初
・
再
診
料
に
関
す
る
評
価

は
意
外
と
高
い
。
少
な
く
と
も

引
き
上
げ
ら
れ
た
点
に
つ
い
て

評
価
さ
れ
て
い
る
会
員
が
多
い

よ
う
だ
。
ス
タ
デ
ィ
モ
デ
ル
の

包
括
に
つ
い
て
、
元
に
戻
し
て

ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
１
１
５

件
と
圧
倒
的
で
、
包
括
後
も
ス

タ
デ
ィ
モ
デ
ル
を
活
用
し
て
い

る
会
員
が
１
２
７
人
に
上
っ
て

お
り
、
こ
の
改
定
が
非
常
に
理

不
尽
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が

分
か
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て

は
、
61
％
の
会
員
が
準
備
を
し

て
お
ら
ず
、
厳
し
い
状
況
だ
。

明
細
書
発
行
に
は
４
分
の
３
が

　

６
月
20
日
に
チ
サ
ン
ホ

テ
ル
神
戸
で
行
わ
れ
た
協

会
第
42
回
総
会
で
の
理
事

長
あ
い
さ
つ
、
発
言
・
答

弁
と
来
賓
あ
い
さ
つ
の
要

旨
を
掲
載
す
る
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

発　
　
　

言

発　
　
　

言

二
つ
の
保
障
を

　
　
　

参
院
選
争
点
に

入
院
患
者
の
他
医

受
診
規
制
撤
回
を

たつの市

清水 映二 理
事
長　
池
内　

春
樹

新
パ
ン
フ
の

活
用
進
め
よ
う

菅
内
閣
は
表
紙
を

変
え
た
だ
け

Ｎ
Ｐ
Ｔ
合
意

大
き
な
成
果

事
業
税
非
課
税
と

租
特
26
条
存
続
を

歯
科
診
療
報
酬

怒
り
大
き
い

　

麻
生
内
閣
か
ら
鳩
山
内
閣
に

な
っ
た
が
、
結
果
は
何
も
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
菅
内
閣
に
な

り
、
小
沢
幹
事
長
を
辞
め
さ
せ

た
こ
と
が
逆
に
評
価
を
高
く
し

て
い
る
が
、
お
か
し
な
こ
と

だ
。
菅
内
閣
は
表
紙
を
変
え
た

だ
け
。
臭
い
も
の
に
ふ
た
を
し

て
、
何
を
す
る
か
よ
く
分
か
ら

な
い
ま
ま
、
参
議
院
選
挙
に
な

る
。

　

菅
代
表
は
、
総
理
に
な
っ
て

か
ら
の
立
場
を
見
て
い
る
と
、

言
っ
て
い
る
こ
と
が
ダ
ブ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
だ
。
注
目
す
べ
き

は
仙
谷
氏
だ
。
彼
は
、
が
ん
の

手
術
を
受
け
、
開
業
し
て
い
る

医
師
よ
り
も
病
院
を
優
先
し
て

み
て
い
る
。
混
合
診
療
に
も
っ

て
い
こ
う
と
す
る
動
き
は
、
注

意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

（
３
面
に
続
く
）

第42回総会発言大要

中央区・歯科

川西 敏雄

明石市

永本　浩
宝塚市

脇野 耕一

明石市

辻　一城

伊丹市・歯科

川村 雅之
反
対
し
て
い
る
。
２
０
１
２
年

４
月
診
療
分
か
ら
電
子
レ
セ
プ

ト
請
求
を
行
う
保
険
医
療
機
関

は
、
す
べ
て
の
算
定
点
数
に
算

定
日
の
摘
要
欄
記
載
が
義
務
付

け
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
67

％
の
人
が
知
ら
な
い
。
周
知
が

で
き
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
大
切
な
こ
と
が
進
ん
で
い

る
。
患
者
の
窓
口
負
担
に
つ
い

て
、
71
％
の
会
員
が
軽
減
す
べ

き
だ
と
し
て
い
る
。
今
後
も
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
を
運

動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
」
兵
庫
連
絡
会
を
結
成

し
、
10
カ
月
に
な
る
。
兵
庫
県

の
特
徴
は
、
医
科
の
支
援
を
受

け
て
い
る
こ
と
だ
。
街
頭
宣
伝

は
、
事
務
局
の
協
力
も
あ
り
、

気
持
ち
よ
く
や
っ
て
い
る
。

　

赤
穂
郡
上
郡
町
で
、
意
見
書

が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

採
択
さ
れ
た
意
見
書
を
議
長
が

も
っ
て
き
た
時
に
、「
あ
な
た

は
幸
福
で
あ
る
」
と
言
わ
れ

た
。
保
険
医
協
会
は
す
ば
ら
し

い
、
職
員
が
よ
く
活
動
し
て
い

る
、
そ
う
い
う
事
務
局
に
支
え

ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
。

　

医
科
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
、

こ
れ
か
ら
も
お
願
い
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
事
務
局
長
に
、
医

科
・
歯
科
連
携
の
支
え
と
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

「
保
険
で
良
い
歯
科
」

医
科
・
歯
科
連
携
で

赤穂郡・歯科

白岩 一心

　

診
療
報
酬
改
定
の
問
題
は
、

今
回
、
地
域
医
療
貢
献
加
算
や

明
細
書
発
行
の
義
務
化
な
ど
不

合
理
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
実

施
後
に
大
き
な
問
題
に
な
り
疑

義
解
釈
で
微
修
正
が
行
わ
れ
る

と
い
う
状
況
は
以
前
か
ら
変
わ

っ
て
い
な
い
。
厚
労
省
も
実
施

前
に
保
団
連
に
相
談
す
れ
ば
、

問
題
点
を
指
摘
す
る
の
に
、
と

い
つ
も
思
う
。

　

今
次
改
定
で
レ
セ
プ
ト
に
診

療
行
為
の
日
付
を
記
載
す
る
と

な
っ
た
が
、
２
年
間
の
猶
予
期

間
が
あ
る
た
め
、
多
く
の
人
は

知
ら
な
い
。
２
年
後
に
突
然
徹

底
さ
れ
れ
ば
、
大
き
な
問
題
に

な
る
の
は
明
ら
か
だ
。
ま
た
、

２
年
後
の
改
定
で
は
、
医
療
保

険
か
ら
介
護
保
険
に
移
さ
れ
る

も
の
も
多
い
と
思
う
。
こ
う
し

た
点
を
見
据
え
て
、
今
後
も
不

合
理
な
改
定
に
は
断
固
反
対
を

し
て
い
く
。

不
合
理
改
定
に

断
固
反
対

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁消

費
税
増
税

批
判
強
め
た
い

副理事長

八木 秀満

副理事長

加藤 擁一

　

新
パ
ン
フ
の
紹
介
に
感
謝
す

る
。
半
年
が
か
り
で
作
成
し
た
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切
に
し
た
い
。
最
終
文
書
で

は
、
世
界
中
の
市
民
運
動
が
求

め
て
い
た
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
こ

と
は
大
き
い
。
一
方
、
核
保
有

国
と
そ
う
で
な
い
国
の
確
執
は

大
き
い
。
最
終
文
書
で
も
核
大

国
の
横
暴
で
内
容
が
妥
協
的
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
面
が
あ
っ

　

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
は
、
不

十
分
な
点
は
残
し
つ
つ
も
最
終

文
書
が
採
択
で
き
た
こ
と
を
大

　

本
日
の
総
会
で
は
、
来
賓
の

皆
さ
ま
の
ご
あ
い
さ
つ
が
非
常

に
良
か
っ
た
。
山
上
先
生
、
藤

末
先
生
、
加
口
副
会
長
、
そ
れ

ぞ
れ
参
院
選
を
控
え
て
、
み
ん

力
作
で
、
全
国
で
９
万
部
の
活

用
に
な
っ
て
い
る
。
参
議
院
選

挙
の
ほ
か
、
市
民
・
患
者
と
の

対
話
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
私
も
す
で
に
学
習
会
で
使

い
、
質
問
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら

れ
、
好
評
だ
っ
た
。

　

政
治
を
変
え
て
ほ
し
い
と
の

切
実
な
国
民
の
願
い
に
対
す
る

問
題
で
は
、
鳩
山
首
相
は
そ
れ

を
裏
切
っ
て
政
権
を
投
げ
出

し
、
菅
首
相
は
消
費
税
を
全
面

に
出
し
て
き
た
。
危
険
な
方
向

だ
。
政
権
交
代
を
国
民
の
願
い

に
そ
っ
て
発
展
さ
せ
る
べ
き

で
、
政
府
に
対
す
る
批
判
を
し

て
い
き
た
い
。

　

診
療
報
酬
に
課
税
す
る
問
題

は
、
経
営
が
大
変
に
な
る
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
医
療
の
非
営

利
性
・
公
共
性
を
担
保
す
る
た

め
に
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

民
主
党
の
税
制
改
革
は
、
消
費

税
増
税
と
法
人
税
引
き
下
げ

だ
。
そ
れ
で
い
い
の
か
、
会
員

の
皆
様
に
も
真
剣
に
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

歯
科
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

は
、
会
員
の
声
が
詰
ま
っ
て
い

る
。
今
後
の
運
動
に
活
か
し
て

い
き
た
い
。
開
業
医
の
診
療
報

酬
は
上
が
っ
て
い
な
い
。
自
公

政
権
と
同
じ
低
医
療
費
政
策
が

続
い
て
い
る
。
先
進
国
並
み
の

医
療
費
へ
の
引
き
上
げ
を
求

め
、
医
科
・
歯
科
一
体
の
活

動
、
進
め
た
い
。

　

普
段
か
ら
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

で
の
活
動
や
保
団
連
の
活
動
を

通
じ
て
兵
庫
県
保
険
医
協
会
を

敬
愛
し
て
い
る
。

　

今
ま
で
の
歴
代
の
理
事
長
の

足
跡
を
た
ど
っ
て
み
る
。
初
代

理
事
長
の
桐
島
先
生
は
、
困
難

な
情
勢
の
中
で
兵
庫
協
会
を
設

立
さ
れ
た
。
京
都
の
初
代
保
団

連
会
長
の
中
野
先
生
か
ら
保
団

連
の
会
長
職
を
引
き
継
が
れ
た

方
で
も
あ
る
。
そ
の
後
の
合
志

先
生
は
、『
元
少
年
飛
行
兵
の

軌
跡　

戦
の
空
か
ら
憲
法
九
条

へ
』
と
い
う
本
を
上
梓
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
中
で
感
動
し
た

の
は
、
一
医
療
人
だ
け
の
力
で

は
日
本
の
社
会
保
障
を
充
実
さ

せ
る
の
は
難
し
い
の
で
、
社
会

変
革
を
め
ざ
す
道
に
身
を
投
じ

た
と
い
う
く
だ
り
だ
。
そ
の
次

の
池
尻
先
生
の
時
代
は
運
営
上

厳
し
い
問
題
も
あ
っ
た
が
、
立

派
に
克
服
さ
れ
た
と
聞
い
て
い

る
。
次
の
朝
井
先
生
は
、
保
団

連
の
副
会
長
も
歴
任
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
現
在
は
池
内
先
生
が

先
頭
に
立
た
れ
て
い
る
。

　

兵
庫
協
会
の
理
事
長
に
共
通

し
て
い
る
の
は
、
平
和
と
民
主

主
義
を
基
盤
に
し
て
社
会
保
障

を
充
実
す
る
と
い
う
軸
足
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
だ
。
今
後

も
そ
う
し
た
軸
足
を
大
き
く
し

て
ほ
し
い
。

　

も
う
一
つ
、
機
関
紙
は
そ
の

協
会
の
顔
だ
と
思
う
が
、
兵
庫

保
険
医
新
聞
は
、
情
勢
や
運
動

方
針
を
会
員
に
や
さ
し
く
伝
え

て
い
る
し
、
厚
労
省
の
通
知
な

ど
の
掲
載
も
非
常
に
迅
速
だ
。

そ
れ
に
、
機
関
紙
は
「
面
白

く
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

５
月
５
日
付
の
「
会
員
訪
問
」

と
い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

は
、
会
員
が
保
険
医
新
聞
を

「
自
分
た
ち
の
機
関
紙
だ
」
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
い
な
い
と

で
き
な
い
。
会
員
の
意
識
の
高

さ
が
素
晴
ら
し
い
。

　

７
月
11
日
に
い
よ
い
よ
参
議

院
選
挙
が
あ
る
。
自
民
党
政
治

に
は
戻
り
た
く
な
い
が
、
民
主

党
に
も
裏
切
ら
れ
た
と
思
っ
て

い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い

か
。
鳩
山
首
相
辞
任
は
「
政
治

と
カ
ネ
」・
米
軍
普
天
間
基
地

移
設
問
題
に
よ
る
も
の
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
で
は
な
ぜ
そ

う
し
た
問
題
で
迷
走
し
て
し
ま

っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
報
道
さ
れ
て
い
な
い
。

私
は
、
民
主
党
が
財
界
と
ア
メ

リ
カ
に
モ
ノ
が
言
え
な
い
と
い

う
こ
と
が
根
本
的
な
問
題
で
あ

る
と
思
う
。
み
な
さ
ん
に
は
ぜ

ひ
、
賢
明
な
選
択
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

私
は
、
兵
庫
協
会
評
議
員
で

も
あ
る
。
協
会
の
理
論
活
動
、

日
常
診
療
の
向
上
に
努
め
る
と

い
っ
た
先
見
性
が
、
全
国
で
も

有
力
な
地
位
を
築
い
て
い
る
原

動
力
だ
。
今
後
も
地
域
に
根
差

し
た
職
能
団
体
と
し
て
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

昨
年
は
国
民
の
力
で
政
権
を

交
代
さ
せ
た
。
こ
れ
ま
で
有
権

者
の
70
％
が
自
民
か
民
主
と
い

う
選
択
を
し
て
き
た
中
で
、
昨

年
の
総
選
挙
で
は
、
民
主
党
が

「
生
活
第
一
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
て
、
70
％
の
う
ち

の
多
く
を
獲
得
し
た
。
し
か

し
、
民
主
党
も
「
消
費
税
の
引

き
上
げ
、
大
企
業
の
法
人
税
引

き
下
げ
」
を
言
い
出
し
た
。
い

よ
い
よ
、
こ
の
70
％
の
プ
ー
ル

か
ら
世
論
が
外
に
出
る
と
き
が

き
た
と
思
う
。

　

沖
縄
で
は
面
白
い
動
き
が
出

て
き
て
い
る
。
今
度
の
参
議
院

選
挙
で
は
、
沖
縄
選
挙
区
に
革

新
共
同
候
補
と
し
て
沖
縄
医
療

生
協
の
伊
集
（
い
じ
ゅ
）
唯
行

理
事
長
が
選
挙
に
出
る
こ
と
に

な
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
自
民

党
候
補
と
民
主
党
が
推
す
社
民

党
の
候
補
と
の
三
つ
巴
の
た
た

か
い
に
な
る
。
こ
れ
は
日
本
の

政
治
の
縮
図
だ
。
池
内
理
事
長

が
述
べ
ら
れ
た
と
お
り
、
社
会

保
障
と
安
全
保
障
の
問
題
に
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た

　

日
々
の
社
会
保
障
を
守
る
運

動
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
世
界

と
日
本
の
景
気
が
悪
化
す
る
中

で
、
大
企
業
が
下
請
け
た
た
き

や
非
正
規
雇
用
の
解
雇
を
行

い
、
さ
ら
に
景
気
を
冷
え
込
ま

せ
て
い
る
。
私
た
ち
中
小
業
者

の
中
に
は
、
本
業
だ
け
で
は
食

べ
て
い
け
な
い
事
業
者
が
増
え

て
い
る
。

　

私
た
ち
の
商
工
研
究
所
で
売

り
上
げ
な
ど
の
実
態
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
神
戸
新
聞
が

６
月
11
日
に
報
道
し
た
が
、

「
大
企
業
で
は
景
気
回
復
が
進

ん
で
い
る
と
し
て
い
る
が
、
小

規
模
企
業
へ
の
波
及
効
果
は
み

ら
れ
な
い
」
と
い
う
見
出
し
を

つ
け
て
い
た
だ
い
た
。
県
内
で

は
、
23
万
事
業
所
が
あ
る
が
、

そ
の
内
91
％
が
中
小
企
業
だ
。

雇
用
で
言
え
ば
約
44
％
を
支
え

て
い
る
。
大
企
業
は
非
正
規
雇

用
を
使
い
、
不
景
気
に
な
れ
ば

首
切
り
も
で
き
る
が
、
中
小
企

業
は
そ
れ
が
で
き
な
い
。
従
業

員
の
生
活
に
責
任
を
も
っ
て
借

金
を
し
て
い
る
経
営
者
も
多
数

い
る
。

　

昨
年
、
自
民
党
と
公
明
党
が

退
場
し
た
。「
国
民
生
活
が
第

一
」
と
か
か
げ
た
民
主
党
に
期

待
を
寄
せ
る
人
も
多
か
っ
た

が
、
半
年
の
間
に
変
貌
と
裏
切

り
が
は
っ
き
り
と
し
た
。
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
、
自
立

支
援
法
の
改
正
、
労
働
者
派
遣

法
改
正
も
す
べ
て
で
き
な
か
っ

た
。
普
天
間
問
題
で
は
沖
縄
県

民
の
期
待
も
裏
切
っ
た
。
そ
し

て
、
つ
い
に
は
大
企
業
の
法
人

税
引
き
下
げ
と
引
き
換
え
に
消

費
税
増
税
を
言
い
だ
し
た
。
政

治
の
情
勢
が
激
動
し
て
い
る
。

国
の
政
治
を
運
動
と
世
論
に
よ

っ
て
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

来
賓
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ（（
敬
称
略

敬
称
略
））

平
和
と
民
主
主
義
基
盤
に

活
動
大
き
く

核
廃
絶
の
運
動

大
き
く

理
事
長　

池
内
春
樹

今
日
の
到
達
を

今
後
の
指
標
に

連
携
し
医
療
改
善
進
め
よ
う

藤
末　

衛

全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会　

会
長

運
動
と
世
論
で
政
治
変
え
よ
う

加
口　

良
秋

兵
庫
県
商
工
団
体
連
合
会　

副
会
長

■保団連・保険医協会/医会■保団連、北海道、岩手、秋田、山
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沖縄
■医師会・医療関係団体■兵庫県医師会会長　川島龍一、兵庫県民
間病院協会、兵庫県歯科技工士会、兵庫県歯科衛生士会
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■業者■富国生命保険相互会社取締役社長　秋山智史、株式会社関
西共同印刷所常務取締役　内田光治、新日本プロセス株式会社、有
限会社木下印刷所代表取締役　木下益男
■友好団体等■兵庫県医療労働組合連合会執行委員長　東浦徳次、
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路大震災救援・復興兵庫県民会議、ひょうご聴覚障害者事業活動支
援ネットワーク事務局長　森井秀文、兵庫県母親大会連絡会会長　
上野邦子、新日本婦人の会兵庫県本部会長　岸本知代、日本機関紙
協会兵庫県本部理事長　森栗強、兵庫県震災復興研究センター・兵
庫県労働運動総合研究所、協同組合兵庫県保険鍼灸師会理事長　藤
岡東洋雄
■税務講師団■税理士　橋本恭典、社会保険労務士　桂好志郎

祝電・メッセージ祝電・メッセージ（順不同（順不同・・敬称略敬称略））

副理事長

武村 義人

た
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争
防

止
国
際
医
師
会
議
）
企
画
部
長

の
ジ
ョ
ン
・
ロ
レ
ッ
ツ
氏
は
、

会
議
終
了
後
の
数
カ
月
の
運
動

が
大
切
だ
と
言
っ
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
に
で
き
る
こ
と
は

日
本
政
府
を
動
か
す
こ
と
だ
。

ぜ
ひ
、
核
廃
絶
の
運
動
を
大
き

く
し
よ
う
。

な
で
連
帯
し
て
日
本
を
よ
く
し

て
い
こ
う
と
発
言
さ
れ
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
の
発
言
は
七

つ
。
そ
れ
ぞ
れ
真
摯
な
報
告
に

対
し
て
、
各
副
理
事
長
か
ら
答

え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

私
は
、
平
和
と
社
会
保
障
を

守
る
こ
と
に
つ
い
て
話
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
を
今
後

の
指
標
に
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
。

い
。

　

民
医
連
は
49
年
ぶ
り
に
綱
領

を
改
定
し
た
。
特
に
大
き
な
変

更
点
と
し
て
は
、
新
自
由
主
義

的
な
政
策
と
の
対
抗
を
き
ち
ん

と
位
置
付
け
た
こ
と
と
、
世
代

交
代
を
見
越
し
た
内
容
を
盛
り

込
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
ま

た
、
民
医
連
の
位
置
付
け
に
つ

い
て
も
こ
れ
ま
で
は
「
働
く
人

々
の
医
療
機
関
」
と
し
て
い
た

が
、
よ
り
広
く
し
た
。

　

医
療
界
の
変
化
も
大
き
い
。

日
本
医
師
会
は
、
窓
口
負
担
の

軽
減
や
混
合
診
療
反
対
も
明
確

に
訴
え
て
い
る
し
、
政
党
支
持

に
つ
い
て
も
流
動
的
だ
。
民
医

連
の
先
生
が
、
日
医
の
常
任
理

事
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
開
放

的
な
動
き
が
あ
る
。
私
た
ち
は

協
会
や
保
団
連
と
は
新
鮮
で
柔

軟
な
連
携
プ
レ
ー
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
と
も

に
頑
張
ろ
う
。

小澤孝好兵庫県医師会副会長、藤末衛全日本民主医療機関連合会会
長、合田泰幸兵庫県民主医療機関連合会会長、山上紘志全国保険医
団体連合会副会長、松本剛明衆院議員、井戸まさえ衆院議員（代
理）、浜本宏衆院議員、室井秀子衆院議員、辻泰弘参院議員、宮本
一三元衆院議員、堀内照文日本共産党兵庫国政委員長、ねりき恵子
兵庫県会議員、段野太一神戸市会議員、片岡保夫社会民主党兵庫県
連幹事長・西宮市会議員、西野百合子兵庫県弁護士会副会長、小牧
英夫協会顧問弁護士、川西譲阪神合同法律事務所弁護士、川西絵理
医療法律相談室弁護士、並木孝志三井生命保険㈱神戸支社長、高橋
宏明三井生命保険㈱神戸支社法人推進部長、山田喜章富国生命保険
相互会社神戸支社長、岩村隆一富国生命保険相互会社神戸支社市場
開発課長、大田博史明治安田生命保険相互会社姫路支社営業推進部
長、島岡吉郎三井住友海上火災保険㈱理事・神戸支店長、本田一貴
三井住友海上火災保険㈱神戸支店・神戸法人営業課長、千馬仁志㈱
関西共同印刷所営業部長、川井祐介㈱関西共同印刷所営業第４課
長、西出裕子㈱関西共同印刷所営業第４課係長、菅田亮新日本プロ
セス㈱デザインセンターチーフ、沖田大介新日本プロセス㈱デザイ
ンセンター、加口良秋兵庫県商工団体連合会副会長、津川知之兵庫
県労働組合総連合議長、大沢たつみ兵庫革新懇代表幹事・元参院議
員、岩田伸彦阪神・淡路大震災救援・復興兵庫県民会議事務局長、
森井秀文ひょうご聴障ネット事務局長、出口俊一兵庫県震災復興研
究センター事務局長、藤岡東洋雄協同組合兵庫県保険鍼灸師会理事
長、森本斉呉協同組合兵庫県保険鍼灸師会保険局長、吉本研作ケン
・プロダクション

総会・懇親会ご来賓総会・懇親会ご来賓（順不同（順不同・・敬称略敬称略））

山
上　

紘
志

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会　

副
会
長
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新パンフを活用下さい！
保
団
連
発
行
・
兵
庫
協
会
企
画
編
集

新聞部インタビュー

西脇市立西脇市立
西脇病院西脇病院 院長院長 大洞　慶郎大洞　慶郎 先生先生

　

西
脇
市
立
西
脇
病
院
の
大

洞
慶
郎
院
長
に
、
同
病
院
が

め
ざ
す
地
域
医
療
や
日
本
の

医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

永
本
浩
理
事
が
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
た
。

聞き手 永本　浩 理事

周
産
期
と
癌
の

拠
点
病
院
と
し
て

　

永
本　

先
生
と
は
神
戸
大
学

時
代
か
ら
同
級
生
で
し
た
。
医

学
部
時
代
の
懐
か
し
い
思
い
出

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

大
洞　

卒
業
し
て
か
ら
、
も

う
39
年
に
も
な
り
ま
す
か
。

　

永
本　

西
脇
市
は
人
口
４
万

５
千
人
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

西
脇
病
院
は
人
口
に
対
し
て
、

比
較
的
大
き
な
病
院
の
よ
う
で

す
ね
。

　

大
洞　

も
う
す
ぐ
創
立
60
年

に
な
り
ま
す
が
、
北
播
磨
全
体

の
人
口
が
減
少
し
て
い
く
な

か
、
２
０
０
４
年
の
５
月
か
ら

改
築
工
事
を
行
い
、
５
年
半
後

の
昨
年
11
月
に
３
２
０
床
で
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
保
健
医
療
計
画
で
示
さ

れ
て
い
る
４
疾
病
５
事
業

（
※
）
の
う
ち
、
癌
、
脳
卒

中
、
糖
尿
病
の
３
疾
病
と
、
救

急
医
療
、
災
害
時
に
お
け
る
医

療
、
へ
き
地
医
療
の
３
事
業
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

永
本　

新
し
い
病
院
に
な
っ

て
、
ど
の
よ
う
な

医
療
を
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

　

大
洞　

北
播
磨

で
小
児
科
と
産
科

の
医
師
が
２
人
い

る
の
は
当
院
だ
け

で
、
周
産
期
医
療
の

中
核
病
院
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
西
脇
病

院
は
、
北
播
磨
で
唯

一
「
地
域
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
」
の

指
定
を
受
け
て
お

り
、
放
射
線
治
療
な

ど
専
門
的
な
癌
治
療

の
機
能
を
も
っ
て
い

ま
す
。
北
播
磨
で
は
、
こ
れ
ま

で
癌
患
者
は
県
立
が
ん
セ
ン
タ

ー
に
行
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
患
者
の
紹
介
も
少
し
ず
つ
出

て
き
て
、
連
携
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
今
後
さ
ら
に
、
癌
治
療

の
拠
点
病
院
の
機
能
を
充
実
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

医
師
不
足
を
市
が

一
体
で
サ
ポ
ー
ト

　

永
本　

各
地
で
医
師
不
足
が

深
刻
で
す
が
、
勤
務
医
集
め
は

大
変
で
は
な
い
で
す
か
。

　

大
洞　

は
っ
き
り
言
っ
て
、

医
師
は
全
然
足
り
て
い
ま
せ

ん
。
当
院
で
も
多
い
時
は
54
人

く
ら
い
い
て
、
収
支
も
黒
字
で

し
た
が
、
現
在
は
40
人
ま
で
減

り
、
そ
れ
だ
け
で
年
間
10
億
円

く
ら
い
の
減
収
で
す
。
新
卒
後

研
修
制
度
に
な
っ
て
、
医
師
確

保
は
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。
開
業
な
ど
で
退
職
者
が

あ
っ
て
も
、
新
し
い
医
師
の
補

充
は
で
き
な
い
状
態
で
す
。
市

の
広
報
に
求
人
広
告
を
載
せ
た

り
、
知
り
合
い
に
医
師
や
医
学

生
が
い
た
ら
紹
介
し
て
く
れ
と

頼
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
が
、
厳

し
い
で
す
ね
。

　

永
本　

大
学
の
医
局
講
座
制

と
い
う
の
は
、
非
常
に
締
め
付

け
の
厳
し
い
面
は
あ
り
ま
し
た

が
、
医
師
を
地
方
の
病
院
に
ま

ん
べ
ん
な
く
配
置
す
る
と
い
う

役
割
も
担
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
卒
後

研
修
制
度
に
よ
っ
て
絶
対
的
な

医
師
不
足
が
顕
著
に
な
り
、
ま

た
、
た
だ
で
さ
え
少
な
い
医
師

が
都
市
部
の
大
病
院
に
集
中
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
結

果
、
患
者
・
住
民
に
と
っ
て
は

住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
よ
っ

て
、
受
け
ら
れ
る
医
療
に
格
差

が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

大
洞　

確
か
に
そ
う
い
う
面

は
あ
り
ま
す
ね
。
今
は
医
局
自

体
に
も
医
師
が
い
な
い
の
で
、

派
遣
し
て
く
れ
と
頼
ん
で
も

「
な
い
袖
は
ふ
れ
な
い
」
と
。

人
集
め
が
僕
の
仕
事
な
の
で
、

が
ん
ば
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
、
県
立
柏
原
病
院
か
ら
１

人
、
小
児
科
に
来
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
か
わ
り
に
私
も

柏
原
病
院
の
脳
神
経
外
科
に
週

１
回
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
医
師
会
で
も
、
日
曜
日
の

９
時
〜
17
時
の
救
急
外
来
を
去

年
か
ら
手
伝
っ
て
も
ら
う
な

ど
、
近
隣
病
院
や
地
元
医
師
会

と
の
連
携
で
、
何
と
か
し
の
い

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

永
本　

厳
し
い
状
況
の
中
で

苦
労
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　

大
洞　

あ
り
が
た
い
の
は
、

西
脇
病
院
で
は
、
市
民
、
医
師

会
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
が
強
力
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
て
い

る
ん
で
す
よ
。
子
育
て
中
の
お

母
さ
ん
方
に
よ
る
「
西
脇
小
児

医
療
を
守
る
会
」
の
活
動
や
、

婦
人
会
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
毎
週
水
曜
日
に
病
院
の
医

局
と
病
棟
に
、
お
に
ぎ
り
を
合

計
１
０
０
個
く
ら
い
配
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
商

業
連
合
会
は
、
医
師
確
保
の
た

め
に
今
年
４
月
以
降
に
着
任
す

る
研
修
医
に
１
人
当
た
り
５
万

円
を
生
活
費
補
助
と
し
て
支
給

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
市
長
も

非
常
に
理
解
が
あ
り
、「
他
の

事
業
を
止
め
て
で
も
西
脇
病
院

を
守
る
」
と
言
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

診
療
報
酬
改
定
は

ま
だ
ま
だ
不
十
分

　

永
本　

今
年
の
診
療
報
酬
改

定
の
影
響
は
ど
う
で
す
か
。

　

大
洞　

う
ち
は
３
０
０
床
以

上
の
急
性
期
病
院
な
の
で
、
４

月
の
実
績
を
見
る
限
り
収
支
は

少
し
ま
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
加
算
が
新
設
さ
れ

て
、
真
面
目
に
診
療
を
し
て
い

れ
ば
収
入
に
つ
な
が
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｓ
Ｔ

（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
や

感
染
防
止
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の

ナ
ー
ス
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー

ク
な
ど
に
対
す
る
点
数
も
あ

り
、
助
か
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
で
は
デ
ィ
ク
テ
ー
タ
ー
と

い
う
、
医
師
の
横
で
カ
ル
テ
を

記
述
す
る
職
種
の
人
が
い
ま

す
。
当
院
に
５
人
い
る
ク
ラ
ー

ク
の
う
ち
、
耳
鼻
咽
喉
科
で
１

人
実
施
し
て
お
り
、
以
前
に
比

べ
る
と
医
師
の
業
務
が
だ
い
ぶ

楽
に
な
り
ま
し
た
。
医
師
不
足

へ
の
対
応
は
、
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
流
れ
が
で
き
つ
つ

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

永
本　

一
方
で
、
中
小
病
院

や
診
療
所
に
は
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
改
定
で
し
た
。

　

大
洞　

そ
う
で
す
ね
。
民
主

党
政
権
は
「
社
会
保
障
費
２
２

０
０
億
円
削
減
」
は
撤
廃
し
て

く
れ
ま
し
た
が
、
診
療
報
酬
増

は
、
今
回
の
改
定
で
も
ま
だ
ま

だ
不
十
分
で
す
。
や
は
り
３

％
、
５
％
は
上
げ
て
、
病
院
と

診
療
所
そ
れ
ぞ
れ
で
地
域
医
療

を
担
え
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

永
本　

小
泉
「
構
造
改
革
」

以
降
、
自
治
体
病
院
つ
ぶ
し
が

顕
著
に
な
り
、
各
病
院
は
利
益

追
求
に
走
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
公
立
病
院
と
い
う
の

は
多
少
は
赤
字
部
門
が
あ
っ
て

も
仕
方
が
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

大
洞　

公
立
病
院
が
民
間
病

院
と
同
じ
よ
う
に
黒
字
を
出
す

と
い
う
の
は
、
難
し
い
話
で

す
。
も
ち
ろ
ん
経
営
努
力
は
し

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
い
い

医
療
を
し
よ
う
と
思
え
ば
、
当

然
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ

に
当
院
の
よ
う
な
臨
床
研
修
指

定
病
院
で
は
、
研
修
医
の
教
育

に
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
人
手

が
か
か
り
ま
す
が
、
教
育
機
能

は
診
療
報
酬
で
は
ほ
と
ん
ど
評

価
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
は
、

特
徴
あ
る
病
院
で
な
い
と
生
き

て
い
け
な
い
時
代
で
す
が
、
国

は
診
療
報
酬
を
手
厚
く
す
る
こ

と
で
、
公
立
病
院
で
も
普
通
に

診
療
を
し
て
い
れ
ば
赤
字
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。

　

永
本　

安
全
は
た
だ
で
は
な

い
で
す
か
ら
ね
。

　

大
洞　

そ
う
で
す
。
お
金
を

か
け
れ
ば
か
け
た
だ
け
、
安
全

性
は
増
し
て
い
く
ん
で
す
。
小

泉
さ
ん
は
「
聖
域
な
き
改
革
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
医
療

と
い
う
の
は
ハ
コ
モ
ノ
を
つ
く

る
の
と
は
違
う
、「
聖
域
」
な

ん
で
す
。
医
療
機
関
経
営
で
言

え
ば
、
消
費
税
が
損
税
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
問
題
で
す
。
保

険
医
協
会
が
主
張
す
る
よ
う

に
、
ゼ
ロ
税
率
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

永
本　

貴
重
な
ご
意
見
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
兵
庫
県
保
健
医
療
計
画
の
４

疾
病
５
事
業
…
…
癌
、
脳
卒

中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病

の
４
疾
病
と
、
救
急
医
療
、
災

害
時
に
お
け
る
医
療
、
へ
き
地

の
医
療
、
周
産
期
医
療
、
小
児

救
急
医
療
を
含
む
小
児
医
療
の

５
事
業
。

【おおぼら　よしろう】1946年生まれ。（学歴）71年３月神戸大学医学
部卒、79年３月同大大学院医学研究科卒。（職歴）71年７月神戸大学医
学部付属病院研修医、79年４月兵庫県立こども病院脳神経外科、80年３
月神戸大学医学部付属病院脳神経外科病棟医長、同年10月長尾病院副院
長、81年５月兵庫県立姫路循環器病センター脳神経外科、83年10月西脇
市立西脇病院脳神経外科、98年４月同病院病院長、現在に至る。

昨
年
11
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
西
脇
病
院



－勤務医会員向け融資制度のご案内－

車、家具等の購入に
勤務医生活安定資金
500万円・５年返済
基準金利＋1.0％

居住住宅の購入、建築に
住宅資金

3000万円・20年返済
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〝care から cureへ〟
糖尿病治療の新潮流

感

想

文

　

歯
科
治
療
に
お
い
て
は
、
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
不
安
・
痛
み

を
感
じ
る
初
診
時
の
局
所
麻
酔

時
が
、
も
っ
と
も
偶
発
症
を
発

生
し
や
す
い
こ
と
や
、
狭
心
症

の
症
例
を
通
じ
て
、
全
身
的
偶

発
症
が
起
こ
っ
た
際
の
対
応
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
の
重
要
性
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
誤
嚥
（
窒

息
）
へ
の
対
応
で
は
そ
の
対
処

方
法
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

歯
科
診
療
室
に
お

け
る
院
内
感
染
対
策

と
し
て
は
、
ゾ
ー
ニ

ン
グ
と
ワ
ン
ウ
ェ
イ

シ
ス
テ
ム
の
考
え
方

を
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
チ
ェ
ア

ー
サ
イ
ド
を
汚
染
域

と
非
汚
染
域
に
分
け

て
、
器
具
の
受
け
渡

し
を
非
汚
染
域
か
ら

汚
染
域
へ
一
方
通
行

に
限
定
す
る
と
い
う

方
法
で
、
た
く
さ
ん

の
写
真
で
具
体
的
に

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

大
変
分
か
り
や
す
く
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

　

衛
生
的
手
洗
い
に
関
し
て

は
、
オ
ペ
室
の
現
場
に
お
い
て

も
従
来
の
ブ
ラ
シ
を
使
用
し
た

ス
ク
ラ
ビ
ン
グ
法
か
ら
、
ブ
ラ

シ
を
使
用
し
な
い
ラ
ピ
ン
グ
法

に
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
教

わ
り
ま
し
た
。
実
際
に
手
洗
い

方
法
別
に
よ
る
細
菌
数
の
比
較

で
は
、
新
し
い
ラ
ピ
ン
グ
法
は

時
間
が
経
過
し
て
も
細
菌
数
が

増
え
て
お
ら
ず
、
目
か
ら
う
ろ

こ
の
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

河
合
先
生
の
や
さ
し
い
お
人

柄
が
感
じ
ら
れ
る
す
ば
ら
し
い

ご
講
義
で
、
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
、
す
ぐ
に
自
分

の
診
療
室
で
無
理
な
く
実
践
で

き
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
の
で

明
日
か
ら
の
臨
床
で
実
践
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
北
区
・
歯
科

 

井
尻　

博
和
】

　

淡
路
支
部
は
６
月
19
日
に
洲

本
市
内
で
、
臨
床
談
話
会
「
診

療
所
で
基
礎
イ
ン
ス
リ
ン
を
う

ま
く
使
う
〜
１
回
投
与
で
こ
こ

ま
で
で
き
る
」（
講
師
は
高
槻

赤
十
字
病
院
・
金
子
至
寿
佳
先

生
）
を
開
催
し
、
20
人
が
参
加

し
た
。
座
長
の
菱
川
先
生
の
感

想
文
を
紹
介
す
る
。

　

講
演
は
糖
尿
病
の
病
態
の
基

礎
的
解
説
よ
り
始
ま
り
、
糖
尿

病
治
療
の
基
本
と
な
る
食
事
・

　

医
療
情
勢
が
厳
し
い
中
、

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
先
生
方

も
多
く
お
ら
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
医
の

原
点
に
戻
っ
て
優
し
さ
を
取

り
戻
さ
せ
て
く
れ
る
本
に
出

会
い
ま
し
た
。
神
戸
医
療
生

活
協
同
組
合
理
事
長
、
み
つ

わ
診
療
所
院
長
の
道
上
哲
也

先
生
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
ふ
た
ば
の
看
護
師
長
だ

っ
た
奥
様
を
看
取
っ
た
『
ボ

ク
に
し
か
書
け
な
い
ケ
イ
コ

の
物
語―

が
ん
で
逝
っ
た
看

護
師
の
妻
』
で
す
。

　

看
取
り
は
人
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
小
生
も
３
人
の
看
取
り

を
し
ま
し
た
。
父
と
祖
母
と

妻
の
母
で
す
。
父
は
末
期
の

直
腸
が
ん
で
し
た
。
父
に

「
大
丈
夫
だ
よ
」
と
言
わ
れ

る
と
安
心
し
て
い
た
小
生

は
、
父
に
血
便
が
出
た
時
、

引
っ
ぱ
っ
て
で
も
専
門
医
を

受
診
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
を

今
で
も
悔
や
ん
で
い
ま
す
。

キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
・
ロ
ス
の

「
否
認
、
怒
り
、
取
引
、
抑

う
つ
、
受
容
」
は
、
患
者
だ

け
で
な
く
家
族
に
も
当
て
は

ま
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

小
生
は
「
私
の
命
を
半
分

差
し
出
す
か
ら
父
を
助
け
て

ほ
し
い
」
と
神
様
に
願
い
ま

し
た
が
、
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
デ
ー
ケ
ン
神
父
の
本
も

読
み
ま
し
た
。
父
は
最
新
式

の
姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
小
生

が
主
治
医
の
先
生
に
お
願
い

し
た
の
は
「
痛
く
な
い
よ
う

に
で
き
る
だ
け
長
生
き
さ
せ

て
く
だ
さ
い
」
で
し
た
。
末

期
が
ん
の
父
に
告
知
を
す
べ

き
だ
っ
た
か
ど
う
か
悩
ん
で

い
た
小
生
が
、
東
京
の
日
医

会
館
で
あ
っ
た
が
ん
の
勉
強

会
か
ら
帰
っ
て
き
た
次
の

日
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が

起
こ
り
ま
し
た
。

　

祖
母
は
小
生
が
往
診
し
な

が
ら
、
96
歳
の
天
寿
を
自
宅

で
ま
っ
と
う
し
ま
し
た
。
小

児
科
医
だ
っ
た
祖
父
を
第
二

次
世
界
大
戦
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
亡
く
し
た
祖
母
は
、
母
を

含
め
て
３
人
の
姉
妹
を
育

て
、
最
後
ま
で
一
人
で
食
事

を
作
る
な
ど
元
気
で
、
小
生

も
祖
母
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作

っ
て
あ
げ
た
い
と
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
と
り
ま

し
た
が
、
介
護
保
険
が
始
ま

る
直
前
に
「
疲
れ
た
」
と
言

っ
て
、
眠
る
よ
う
に
亡
く
な

り
ま
し
た
。

　

妻
の
母
も
、
耳
鼻
科
医
だ

っ
た
義
理
の
父
が
亡
く
な
っ

た
あ
と
、
妻
を
育
て
小
生
も

か
わ
い
が
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
認
知
症
が
進
み
、
最

後
は
要
介
護
５
で
、
妻
が
在

宅
で
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
来
て

い
た
だ
き
な
が
ら
み
て
い
ま

し
た
が
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

先
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

小
生
は
こ
の
よ
う
な
身
近

な
死
を
経
験
し
、
が
ん
の
場

合
身
近
な
人
々
と
お
別
れ
す

る
時
間
が
あ
る
の
で
、
本
人

は
も
ち
ろ
ん
家
族
も
辛
い
の

で
す
が
、
幸
せ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
本
を
読

み
、
身
近
な
死
に
つ
い
て
思

い
を
新
た
に
し
ま
せ
ん
か
。

 

【
姫
路
市　

池
内　

春
樹
】

運
動
療
法
に
つ
い
て
概
要
を
述

べ
ら
れ
た
。
両
治
療
の
指
導
を

始
め
る
に
あ
た
り
、
患
者
の
日

常
生
活
の
習
慣
に
つ
い
て
の
詳

細
な
聞
き
取
り
が
大
切
と
述
べ

ら
れ
た
。

　

食
事
習
慣
に
つ
い
て
は
、
本

人
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

糖
質
や
脂
質
を
過
剰
に
摂
取
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
運
動
療

法
に
つ
い
て
は
そ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
の
指
導
が
低
血
糖
や
食
後
高

血
糖
の
予
防
に
有
効
と
さ
れ

た
。

　

次
に
、
主
題
の
イ
ン
ス
リ
ン

治
療
の
話
題
と
な
っ
た
。
イ
ン

ス
リ
ン
導
入
に
重

要
な
こ
と
は
、
内

服
薬
で
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
不
十
分

な
際
は
、
同
治
療

を
極
量
使
用
ま
で

引
き
延
ば
す
こ
と

な
く
、
早
め
に
イ

ン
ス
リ
ン
を
開
始

す
べ
き
と
さ
れ

た
。

　

実
際
の
イ
ン
ス

リ
ン
注
射
の
方
法

と
し
て
は
、
持
効

型
イ
ン
ス
リ
ン
で

あ
る
グ
ラ
ル
ギ
ン

を
一
回
一
回
少
量

よ
り
開
始
し
、
空

　

河
合
先
生
に
は
、
２
０
０
７

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

「
医
療
の
安
全
管
理
の
た
め
の

体
制
の
確
保
」
が
歯
科
診
療
所

の
管
理
者
に
も
義
務
付
け
ら
れ

た
、「
改
正
医
療
法
」
に
関
し

て
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
実
際

の
臨
床
に
即
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
医
療
安
全
管
理
対
策
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

歯
科
部
会
は
６
月
13
日
、
医

療
安
全
管
理
対
策
研
究
会
を
協

会
会
議
室
で
開
催
し
た
。
参
加

者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

６
月
13
日
に
、
第
１
回
目
の

医
療
安
全
管
理
対
策
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
４
月
か

ら
神
戸
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
西

市
民
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長

に
赴
任
さ
れ
た
河
合
峰
雄
先
生

を
お
招
き
し
、
１
１
５
人
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

淡路支部　臨 床 談 話 会淡路支部　臨 床 談 話 会

歯科の医療安全・院内感染対策を学んだ

インスリン１回投与の症例が数多く提示された

腹
時
血
糖
と
食
後
血
糖
を
参
考

に
し
な
が
ら
徐
々
に
増
量
し
て

い
く
こ
と
で
、
食
後
過
血
糖
も

含
め
た
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
は
イ
ン

ス
リ
ン
注
射
か
ら
離
脱
す
る
こ

と
が
で
き
た
症
例
を
数
多
く
提

示
さ
れ
た
。

　

糖
尿
病
の
治
療
が
、
従
来
の

ｃ
ａ
ｒ
ｅ
か
ら
ｃ
ｕ
ｒ
ｅ
を
目

指
す
と
い
う
新
潮
流
を
、
具
体

的
に
提
示
さ
れ
た
意
義
深
い
内

容
で
あ
っ
た
と
思
う
。
金
子
先

生
の
新
し
い
糖
尿
病
治
療
へ
の

熱
意
に
、
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
へ

の
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
も

ら
え
た
の
で
は
と
考
え
る
。

 

【
洲
本
市　

菱
川　

留
王
】

感

想

文

歯科・医療安全管理研究会

驚きの
新ラピング法道

上　

哲
也（
協
会
評
議
員
）著

ケ
イ
コ
の
物
語

ボ
ク
に
し
か
書
け
な
い

が
ん
で
逝
っ
た
看
護
師
の
妻

◇
出
席　

24
人

◇
情
勢　

①
政
府
の
新
成
長
戦

略
案
に
医
療
や
介
護
を
成
長
の

原
動
力
と
す
る
こ
と
が
盛
り
込

ま
れ
た
。
13
年
度
ま
で
に
、
介

護
報
酬
や
勤
務
医
の
診
療
報
酬

の
水
準
見
直
し
や
、
未
承
認
薬

の
使
用
を
「
混
合
診
療
」
で
認

め
る
方
向
な
ど
。
②
生
活
保
護

の
老
齢
加
算
廃
止
は
違
法
だ
と

し
て
争
わ
れ
て
い
た
裁
判
で
、

福
岡
高
裁
は
原
告
の
訴
え
を
認

め
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
③

「
高
す
ぎ
る
国
保
料
」
問
題
に

つ
い
て
健
保
組
合
、
協
会
け
ん

ぽ
、
国
保
の
平
均
保
険
料
比
較

で
は
、
１
対
１
・
５
対
３
・
３

の
保
険
料
差
。
日
大
名
誉
教
授

の
北
野
弘
久
氏
は
生
活
保
護
基

準
額
以
下
の
所
得
者
に
対
す
る

国
民
健
康
保
険
料
を
課
す
の
は

憲
法
25
条
違
反
と
解
説
。

歯
科
貸
診
療
所

◇
所
在
地　

加
古
川
市
加

古
川
町

◇
２
階
建
て
１
階
部
分　

40
坪

◇
お
問
い
合
わ
せ
は

☎
078
｜
393
｜
１
８
０
９

松
村
ま
で

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

長
谷
川　

護
先
生

明
石
市　
胃
腸
・
外
・
整
外
科

４
月
２
日　

享
年
73
歳

田
場　

繁
城
先
生

三
田
市　

小
児
科

５
月
24
日　

享
年
68
歳

清
水　

嘉
夫
先
生

須
磨
区　

小
児
科

６
月
20
日　

享
年
82
歳

会
員
訃
報

◇
医
療
運
動
対
策　

老
齢
加
算

廃
止
違
法
の
福
岡
高
裁
判
決

で
、
国
に
上
告
し
な
い
よ
う
求

め
る
要
請
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
。

元
町
駅
前
署
名
宣
伝
行
動
（
６

／
12
）
で
は
36
筆
、「
保
険
で

良
い
歯
科
医
療
を
」
元
町
商
店

街
入
り
口
署
名
宣
伝
行
動
（
６

／
５
）
で
は
80
筆
を
集
約
。

◇
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
連
絡
会　

自
治
体
請
願
が
累

計
21
自
治
体
で
採
択
さ
れ
、
県

下
自
治
体
の
過
半
数
以
上
で
の

採
択
を
達
成
し
た
。

◇
共
済
部　

保
険
業
法
改
正
案

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
自
見

大
臣
の
就
任
記
者
会
見
な
ど
、

先
の
国
会
で
廃
案
に
な
ら
ず
に

継
続
審
議
に
な
っ
た
こ
と
を
報

告
。

◇
総
務
部　

①
役
員
傷
害
保
険

更
新
、
②
中
元
の
執
行
、
③
段

林
事
務
局
次
長
20
年
勤
続
に
よ

り
表
彰
等
の
適
用
に
つ
い
て
提

案
し
、
承
認
さ
れ
た
。

 

（
６
月
26
日
理
事
会
よ
り
）

発行　ウインかもがわ
　定価1000円（税別）
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2010年４月歯科診療報酬改定改善要求アンケート結果（協会歯科部会）

マルモ復活と明細書義務化撤回に多数の声
　協会歯科部会は、歯科診療報酬改定改
善要求アンケートを、５月17日から６月
１日までFAX登録をしている歯科会員
（1,390人）を対象に実施しました。約
半月間で216人（回収率15.5％）から回
答があり、自由意見欄には多くの切実な
要求、怒りの声が寄せられました。今
後、歯科診療報酬の改善、不合理是正を
求めて、保団連が調整中の厚労省交渉な
どで現場からの貴重な意見として活用さ
せていただきます。
　今回の改定では、歯科は2.09％の引き
上げということでしたが、初・再診料の
引き上げと引き換えにスタディモデル
（マルモ）の包括、歯科疾患管理料の初
回20点引き下げがされました。また、文
書提供は残り、訪問診療の時間要件も歯
科は残され、基礎的技術料の引き上げも
不十分な結果に終わりました。以下に、
アンケート結果の概要を紹介します（ア
ンケート結果については、協会ホームペ
ージの歯科部会だよりのページにも掲載
しています）。
　
　初・再診料の引き上げについて、「評
価」「一部評価」をあわせると71％とな
った（図１）。一方、意見欄には「医科
と同等の基本診療料を求める」「プラス
改定と言われているが実質はマイナス改
定」との意見も寄せられた。公称ほどの
プラスがない中で初診料が200点を超
え、医科・歯科格差が多少なりとも軽減
したことへの評価かと思われる。
　スタディモデルを「包括にせず元に戻
してほしい」が54％、また、「４月改定
以後も活用している」が59％と多く、い
かに診療に浸透した検査であるかが伺え
る（図２、３）。反面、「改定以後活用し
なくなった」が10％となっており、今後
増加するのではないかと心配である。ス
タディモデルなしの補綴やペリオの診
断、個人トレーなしの印象採得が若い世
代に広がらないことを祈る。意見欄の
「スタディモデルは診査・診断・患者の

説明に不可欠」「包括治療などありえな
い。個別点数の積み重ねが患者さんのた
めにもなる」との意見に救われる。
　電子レセプト請求の医療機関への「医
療費の内容がわかる明細書」の発行義務
化には、73％が反対している（図４）。
意見欄には「患者説明に時間がとられ
る」「前提として診療実態に即した保険
運用が必要」などの意見が寄せられた。
　また、2012年４月診療分から電子レセ
プト請求の場合は、すべての算定点数に
算定日の摘要欄記載が義務づけられるこ
とについては、83％が反対している（図
５）。意見欄には、「義務付ける目的や意
図が不明」「カルテ開示と同等で納得で
きない」「摘要欄記載のしばりが多すぎ
る」などの意見が寄せられている。今以
上の診療統制策動に対し、保団連ととも
にたたかっていかなければならないと身
が引き締まる。
　歯周病安定期治療（SPT）は点数が
300点に引き上げられたが、「活用しな
い」が83％となった（図６）。「患者さん
ごとによく吟味して考える」「点数が低
い」「いつ点数が引き下げられるか分か
らない」など、慎重に対応しようと様子
見をしているようだ。
　患者さんの窓口一部負担金について
は、「引き下げるべき」が71%と多数を
占めた（図７）。
　近畿厚生局兵庫事務所が主催した集団
指導・診療報酬改定説明会については、
「出席した」（111人）、「欠席した」（105
人）と拮抗している。開催日について、
診療の妨げとならないよう事前に適切な
開催時期を検討することや、「開催する
からには意味のある内容で」「説明不
足」「会場での質問を懇切丁寧に受け
よ」などの意見が寄せられている。協会
などの検討会に比べ、あまりにもお粗末
な日程設定と内容に対し、怒りの声が上
がっている。開催したというだけの説明
会でしかなかった。
　その他、歯科診療報酬改善への意見で

は、「金属（パラジウム）の高騰で逆ザ
ヤとなっている。早期改定を」との意見
が多数寄せられ、「歯科疾患管理料等の
患者への文書提供の緩和、撤廃」「歯科
訪問診療料の時間要件の撤廃」「義歯調
整料は月１回でなく調整の都度」「補管
の２年間のしばり改善を」「義歯の補強
線・ろう着の包括をやめよ」「医科並み
に診療報酬を引き上げよ」「仮歯（TEK）
の点数があまりに低すぎる」など、低い
技術料の引き上げなど、切実な声がたく
さん寄せられた。厚労省には、疲弊した
歯科医療現場や、医療サービスの購買能
力さえ失いつつある国民生活を直視して
ほしい。
【歯科・社保審査対策担当理事
 　川村　雅之】

Ｑ１　初診でＣ病名とＰ病名があがった
が、Ｃの処置のみで、その月は歯周組織
検査ができなかった場合、歯科疾患管理
料は算定できるか。
Ａ１　算定できません。歯科疾患管理料
の算定については、Ｐ・Ｇ病名がある場
合は必ず歯周組織検査を実施した上で、
管理計画書を初診月から起算して２カ月
以内に作成し、内容説明を行い文書提供
した場合に算定します。
Ｑ２　歯科疾患在宅療養管理料（歯在
管）は、歯科疾患管理料（歯管）の在宅
版ということで、歯援診の届け出がなく
ても130点の管理料が算定できるが、歯
の欠損症のみの患者も対象となるか。
Ａ２　MT病名のみでも、継続的な管理

が必要であれば歯在管の対象となりま
す。歯管の場合はMT病名だけでは算定
できないのでご注意ください。

2010年６月30日で
経過措置終了の医薬品
　医療事故防止等に係る名称変更による
もの。７月からは旧名称は使用できませ
んのでご注意ください。
（歯科関係の一部を掲載。協会HP［http:
 //www.hhk.jp/］歯科部会だよりのペー
ジでもご確認ください）
※経過措置終了医薬品→代替医薬品
＊Ｓ・Ｍ散→Ｓ・Ｍ配合散
＊ロキソニン細粒→ロキソニン細粒10％
＊ロキソニン錠→ロキソニン錠60㎎

歯科保険請求
㉑

＊アズレンＳ
　→アズレン散含嗽用0.4％「KRM」
＊アフタッチ
　→アフタッチ口腔用貼付剤25μg
＊オーラ注カートリッジ
　→オーラ注歯科用カートリッジ1.0ml
＊歯科用シタネスト－オクタプレッシン
　→ 歯科用シタネスト－オクタプレッシ

ンカートリッジ
＊ヒノポロン→ヒノポロン口腔用軟膏
＊ヒノポロンキット
　→ヒノポロン口腔用軟膏キット
◇ ６月11日に出された疑義解釈その５は
全国保険医新聞７月15日付に掲載され
ています。

◆ 不当な査定・減点には、再審査請求を
しましょう。
◆ 歯科保険請求、返戻・減点等のご相談
は、☎078－393－1809（歯科直通）ま
で。
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図１　初・再診料の引き上げについて
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図５　 2012年４月診療分から、電子レセプ
ト請求を行う保険医療機関は、すべ
ての算定点数に算定日の摘要欄記載
が義務づけられることについて
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図６　 SPT （歯周病安定期治療） が300点に
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すか？
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図７　患者さんの窓口一部負担について

日　時　８月１日（日）14時～17時
会　場　協会会議室
講　師　 九州歯科大学摂食機能リハ

ビリテーション学分野（附
属病院高齢者歯科・摂食嚥
下リハビリ科）教授

 柿木　保明先生
定　員　120人（事前申込順）

歯科臨床における
舌診と漢方

歯科定例研究会

お問い合わせは、　　　　 　　
　☎078－393－1809　岡林まで


